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 §漁海況予報事業報告I

 〔五〕目的

 沿岸沖合漁業に関する漁況と海況を調査研究し,その結果に基づいてこれを迅速に速報並に予

 報することにょ久資源の倉翠的利用と操業の効率化を図入漁業の安定に資することを目的と
 する。

 〔』]〕調査の実施状況

 。〕実施機関および担当者名

実施機関鹿児島県水産試験場

担当者竹下克一

徳留陽一郎

岩倉栄

川上市正

肥後道隆,

北上一男
(21沖合定線調査

 (イ)実施調査船

船名昭南丸

船長名後夷英暁

乗組員数19名

調査船項目

 屯数g8.93竜

馬力300馬力

 機関の種類2サイクルデイゼル機関

 連カア5ノット

測深機

口)電動測深機

馬力2馬力

 ワイヤー長1.50口m

彦)手動損燦機
 ワイヤー長300肌

音響測深機

 型式SF1201型

 海上電機フイツユグラフスーパーV2型

 周旋数145㏄20HC
 記録一レンジ.0～120腕0～ア20m

 100～220フπ600～1,320π一

 200～320η王1,200～1,920m

記録紙湿式
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 その他観測機器
電気式風向風速計

転倒温度計防圧10本
被圧3本

転倒探水器8台

 サリノメーター(葎毒見計器製)
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 1・→調査項目

 0)水温塩素量の各層観測

 観測層0,10,20,3D・50175,10Q,150,200,

 300,400,500,600,80μ机・層

 ')一般気象海象の観測

 C)魚群生態調査

 魚群探知機による調査

 簡易漁具による魚種の確認

 魚群像の葡跣
 その他

 a)一卵稚仔の調査・

 全観測点で実施

 。)その他

 潮目,DSL,その他漁海況の特異現象等の調萱並に西海区水研で示した調査項目

 H実施概要

      調査年月日調査船名測点数      漁海況予報魚群調査定線県単海洋観測調査員名
      42.4.5～4.13照南丸22/5(7)岩倉栄
      5.2,5.11〃2225徳留陽一郎

      6.2～6.一9〃221アて9)川上市正

      ア2一〕ア12〃2223(王O川上'=市1□三

      8.3～8.1-2〃2220(7)肥後.道隆

      92～910〃22一'20一(7)一岩倉栄
      1口.3～10.11〃222/(8)徳留陽一郎
      11.1～11.5かもめ1ア皆倉.栄
      12.4～12.ア〃15・徳一'・留陽一郎

      、

      43.1,6～1.10〃15一.阻後道隆■
      2.2～2.!0〃1ア川上市正

      5.2～5.12〃16川二目.市正
      一一■二==.

      蛙1謂本症員口付室魅鰯湘11目Rで・往祐一円新竹冷.音右,^一 魍調査年月日は実際観測月目で往復日数は含ま左い。
 測竈数()ぱBTだけめ測定数である。

(3)地先定線調査

 本県は凌し

(4)標本船調査

 本県は左し

(5)予報資料収集方法

 一(イ〕加入電信(テレリクス)

 なし(普通電話をもうて呼集)
 (ヲ〕その他

 一一■3■.



 当本試てば次のような漁海況資料収一集機構で資料を収集している。

 0)資料収集漁港と対称漁業並に魚種

     調査漁港一調査漁業種類調査期間主対称魚種

     枕崎カツオー本釣,旋網,敷網,曳縄周年カツオ,アジ,サパ.ムロテジ,
     イワツ類,ヨコワ

     山川カツオー本釣,敷網,ブリ餌付周年カツオ,アジ,サバ,イワシ類,
     ブリ

     ,阿久根旋網,敷網,サバ釣周年アジ,サバ,イワシ類,ム』アジー
     一ブリ
     ,串木野旋絹,敷網,マグロ延縄周年アジ,サバ、イワシ業員,ムロアジ     1プリ,マグロカジキ類

 
    
一

     1鹿児島旋網,敷網,マグロ延縄,曳縄他周年アジ,サバ,イワシ類,ムロアジ
     1ブリ,カ・ヅォ,マグロカジキ類
     1内事姉旋網,敷網,定置網周年アジ,サバ,イワシ類,ムロアジ     ■プリ

 (6)予報.の発表

 1イ〕漁海況速報

      速報発表月日印刷部数主在配布先対称魚種備考

      4月300部水産庁アジ・サバ・イワシ・ムロアジ・カツオ・第一157朝ト
      ア14.21.28日一''一一.カタクチ・マグロ160報

      一

      5月〃全漁連全土!6!報、
      5.12.1926日一^イモジャコ・トビウオ164軸
      6局〃各水研一全土165琳ト
      2.9-6.23.30日九州山口各県トビウオ169ま一』      7月〃全土170報〕
      ア14.21.28日本試他関係水仲ノ》目ウカジキ173.鵡
      8局〃試全土1。・4幸!・ト
      4.一11.18.25日舳バショウカジキ17ア・』

      9月"関係官庁全土1ア8報㌧

      1.8.15.22.29日県下各漁協イ虻182報      10月350部全土18鋪←.
      6.13.2口.2ア日改良普及員一セブ1・キビナゴ'186朝
      11月〃全土18ア報～
      3.10.1ア24日調査漁港g入1プリ190報
      12月〃港漁船全土1ヲ1轍、
      1.8.15.22.29日一ブリ・ヨコワ195報
      43年1月〃広報機関全土一19鋪1ト
      12.1926日他ブリ・ヨコワ199報
      2月"全土200一.ピ
      2,916.ワ3日池ブリ・冒ゴワ203報
      3月〃全土204朝ト
      1.8.15.22.29日他ブリ・ヨコワ208報

      10月30目〃全土1況.マ∫シ・サバ・ムロノジ・マイワツ
      長期カタ"チ・山グロ・別レメイカ

      予報3月21日"全土海況・マアジ・サバ・ムロアジ・カタクァ
      マイワツ1カツオ・沿岸マグロ

      持4月ア日30Q部全土カツオ
      別5月19日〃全土トビウオ
      予8月10日〃      報全」ヒバシ目ウカジキ
      12月24日〃全土ヨコワ
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 同その他の予報の方法

 上記印刷物による「漁況週報」の他に次のような広報をなしている。
 。)新聞広毅

 地元「南目本新聞」の毎月曜版に漁海況の概要速報と漁海況図を掲載している。

 6)ラジオ広報

 地元「南日本放送」の毎土曜日11時05分～11時10分の5分聞週間漁海況の概況竜

 を放送している。

 ・)調査漁港での掲示

 各調査漁港に週報専用の掲示板を設け毎週漁海況週報発表日に印刷物を掲示している。

 a)その他

 調査船の出港調査申魚群或は漁況海況で特別在事項を発見したら,ラジオ或は無線で不

 定期放送をなす。

 〔皿〕結果

 調査研究結果は「漁海況予報事業結果報告書」(昭和42年度)として昭和42年4月別冊発

 行してあるので本稿では省略する。

 て1V〕特別予報

 ,毎週発表している「漁海況速報」の他に特に本県の重要魚種の睾～3種についそ次のよう宏予
 報を発表した。
 (i)鹿児島県沼岸の重要魚種の長期予報

 (昭和42年10月から昭和43年3月重で)

昭和42年10月30日発表

<海況>

 イ)経過

 今年2月～6月の聞,黒潮流軸の変動はやや顕著で2～3月は種子島東方で50～6Ω浬

 離岸,室戸～潮岬で5α～60浬程度の離岸現象がみられ走が,この形は長続きせず4月以

 降現在に至るまで接岸僚申がつづいている。
 本県沿岸d水温は全般的午みて1～4月は平年より低目で特に戸下二4月舛薯しがつ走。4
 月下旬以降急激に上昇・最高水温期は9月・1p月現在は平年並に在うたg,Fρように5～
 6月以降の高温は表層水に目立ち,中層・下層水では平年並か,ととろによラでは低目であ

 うた。特に種子屋久方面から日向灘にかけて昨年g月下旬以降今年3月頃まで中層水(2P0

 帆前後～の冷たい水塊の出現が顕著にみられた。
 甑島方面の西部海域は今争弔半を通じ・黒帯暖水の影響を強く受けたことは他の年に多く

 みらむない現象であう牟。.
 黄海冷水は前年に比べて西偏して赤り南を指向しているが,その張り出しは平年より弱い。

口)予報

 4月以降高目に推移したが今後平年並か,やや低目に在るう。
 在拾黒潮の接岸傾向で沿岸水系叉は黄海方面の冷水の張り出しも弱いという見透しから,

 今冬期の最低水温期はやや早目に訪れ,その後水温は平年より高目と凌ろう。
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9月頃

 <水温変動の模式図>
}平年値
/

予
想  '・、、、/

一丁一

2月頃

<漁況>

 金庫のマアジ資源は減少傾向にあるが,本県での動向は地域性が強く,水揚量をみると隔

 年変動を示すことが多く,42年は好漁年にあたり,9月現在昨年を」二廻うている。

 在捨,春一夏に拾ける本県近海のマアジ,卵稚行分布も多いので,ここ当分は豆アジ,小

 Iアジは期待されるだろう。

 ゴマサバは減少傾向であるが,マサバの混入が多くなうたので全体の資源は横這い状態と

 考える。従ウてゴマサバ主体である薩南海城のサバ資源は減少傾向と推定される。
 今後海況.からみてもマサバの混入は少宏いと予想されるので,今しばらくは好転しないで

 あろう。

亙
 ムロアジ資源は若干増大しつつあり,分布域も広がりつつある。しかし,一媛南域てば短期

 変動が大きく、不明の点も多いので,立ち入うた考察は出来意いが,全体の傾向から見て,

 昨年並か,或いは若干上廻ることも考えられる。

国
 マイワシ資源の水準は依然として低枇樺である。産卵場及ぴ主漁場が太平洋側より九州西

 部に移りつつあるという見方が強いので,本県西都では昨年を上廻ることが予想される。

 しかし,海況からみて塒年2～3月以降水温が相当高目に転ずるようをことがあれば多く

 は望めない。

 魚体は中羽主体で大羽は期待できないだろう。
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 カタクチ資源は現在高水準に近く,叉本県域での漁獲量も増加傾向を示している。カタク

 チの卵・稚仔はマイワシ同様,甑島海域で多く採集されている左ど好条件が多いので秋ツラ
 スから,ヵエリ小羽群は期待されそうである。

 叉大・中羽の分布は沿岸域よりむしろ沖合域が多くをろうと考えられる。

 詳細についての発表ぱ12月中旬にするが,今秋期日一本海1の鳥飯、島摂,山口の各県域で

 体長・25～30o㎜の小型魚の好漁があう走。叉長崎県でも先般一時好漁するなどの好情報が

 多いので,本県の冬期ヨコワ曳縄漁も小型魚の好漁が期待されそうである。

 沿岸マグロ延縄のキハダ漁獲率はやや減少傾向を示しているが,本年は周期的に大型魚の

 出現の年であった。叉ここ2～3年ビンナガ,メバチの混獲1率が増大,カジキ類が減少して
 いる。今後10～/1月の秋漁てば大型キハダが見込まれる。

 (2)鹿児島沿岸の重、要魚種の長期予報

 (昭利43年4月～昭和43年8月'まで)

 日石禾口43年F3月21日多書妻蔓

 く海況>

 平年より低目であうた各地の水漏.ぱ,…月中旬以降トカラから薩南域にかけて大きく上昇

 しつつあり.沿岸の一部ではまだ低目のところもあるが,沖合域では殆んど例年並.か一部高

 目のところもみられてきた。な春1k温の上昇は本県西部の上昇が目立っている。今後水温の

 上昇は今暫らく続き,例年より高昌の海域が多く凌ると思われるが,5月6月頃は気象条件

 によって再び降下し,平年値内外と凌るであろう。

 黒汐は黒島～草垣島方面への影響が強く、種子監,屋久島南～東部てば離岸の傾向で,大

 隅東岸域てば沿岸南下流がみられること力場いと予想され,この方面てば今しばらく低目が

 続くであろう。

 <漁況〉

 マアジの漁獲のま.体が着金魚とをっていること,漁場の移動がはげしいこと等から依然と

 して低調である。

 本県での動向は地域性が強く,昨年は例年より多く,本一年も引続き42年に近い漁獲が見

 込まれそうである。

 しか〕魚場の主体は北～西薩海域であ公魚体は豆アジが多く在るであろう。
 な拾種子島,屋.久島近海の漁場では42年をド組るであろう。

国
 近年サバ資源の傾向は低調気味と在っているが,昨年頃から九州西部各県ではマサバでは

 一アー



 あるが,地域にようては好漁している。従口てマサバの混獲も多い本県域の漁場でもその影

 響を強く曼け,5.6月の盛漁期には可成り期待がもてそうである。
 しかし総体的には今暫く低迷を続けるであろう。

国
 カタクチの漁獲量は引続き増大を続けて拾り今1～3月の漁況は九州各県とも好漁である。

 本県の漁況も特に悪い環境条件は見当ら広いので,昨年を下廻る様漬ことぱないだろう。魚
 体は申羽以上の混獲が多いであろう。

 ムロ類の資源は一応増大頼向と考え亨れており・鹿児島県を除く各県では昨年もアジ・サ
 バと共に漁獲さ札混入割合力…相当増加してい瓦しかし鹿児島県の昨年の水揚量は40・
 41年の1/套以下に終ラ走が本年は他県の状況からみて本県への沮海も見込まれ,昨年より
 漁獲は上廻るのでは左かろうか。

 依然として低水準であるマイワシ資源は,近年緩まんではあるが恢復ρ兆がみられつつあ

 うた。しかし昨年は四国九州各県とも不漁で,尺本県のみやや多カ・う走。冬期より現在まで

 の甑海峡の海況ぱ・マイワシの不漁年であうた40年に似ているので期待はもてないだろう。

 尺4明中旬以降若干混獲が予想される。

 な埼,四国辱摺岬以東では現在マシラス小羽群が好漁で,この方面てば今後中羽の増大が

 予想されている。

目
 .宮古監南方から台湾東方域の2～3月の水温は平年に比べ1℃程度低目であること,南方

 の漁況も一時悪く在った…≒等から,カツオ群の北上が遅れていると考えら光る。
 今後急激在水温の上昇があれば集中的凌漁獲が見込まれる。詳細については後目く4月中
 旬)情報を集め広報する予定である。

区
 南西海区沿岸マグロの延縄の近年の漁況推移一から判断して,43年はキワダ小型群の加入

 量増大にともなうて.釣獲率の上昇が期待できる。和歌山.高知,宮崎県の情報から4～6

 月のクロマグロの沿岸域への来溝に隼居したい。

 (3)薩南海域のカツオ情報
 目名禾口42年4月5日発≡表

 1イ〕海況(1～3月)

 ※鹿児島本試の観測

 ○大隅海峡

 1～2月は平年より高目に経過したが3月になう七2℃位の低目に転じた。傾向は40
 年に類似し,41年より各月とも2～2.5℃の低自である。
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 ○屋久島南西域(黒潮流域)

 40年と類似した傾向であるが,若千高目で41年よりは3℃の低目である。
 ※西日本海況旬報(3月中旬)

 ○トーカラ海.峡:平年より若干の低目(1℃以下),41年より1.9℃の低目。

 ○魚釣島近海・:平年より若干の低目(1℃以ド).41年より2.3℃の低目。
 ○宮古島:平年より若干の低目(口.2℃),41年より1.9℃の低目。
 ※南海区水産研究所沿岸資源部の観測(1図)

 ○宮古南東域は21℃,

 ○沖縄～トカラ海域ぱ20℃台,41年に比べると石垣島～沸嗣海域ぱ2～3℃の低目.

 屋久島南西域は3℃内外の低目。

 ※西海区水産厭究所の予想

 全般的に6月頃まで平年に比べて低目に経過し,その後は高目になると予想される。

 (35年と同じようを経過を迫るだろう)

 1口〕今年初漁期の経過

 2月下句種子島東方1Q～15浬でピンチョウ,ヨコワ漁がはじまり,3月下旬屋1久島安

 房へ移り,カツオ船はとの方面に集中し中旬までつづいた。この問,スワノ七島,臥蛇島方

 面へヵツォを目的に出漁し先ものもあったが良くをかうた。種子,屋久方面のヨコワ漁は出

 漁囎の1月が好漁し挑は経費位であうた。3月中旬鳥島SW4～50浬で1隻5～8竜の漁

 があうたが短期間に終うた。1司し頃N13=],E13ボヘ出漁したもの数隻あ久1隻15

 屯前後の漁をだしたが,遠距離と鮮度低下が残された問題と凌うた。このように今年の初漁
 期はヨコワ漁に始まり,カツオ漁場はオカンミツ,島島等に比較的集中したが,全般的にみ

 て各船分散状態であう走。初漁期は昨年より着くれかつ漁況も悪かラた。
 (ノ→漁獲量の経年変化(第)国)

 昭和36年以降の経過をみると隔年周期がみられ今年は昨年よりは下廻るが,全体の傾向

 はやや上向きとみられようか。年平均漁獲量13,895屯・一航海平均ア2屯。41年の漁
 獲量ぱ1Z028屯,=航海平均9む屯でいずれも他の年より多く近年にない好漁年であっ

 た。

 {二〕盛漁期'(4～6月)の見透し

 漁況を予測する資料は少ないが,実験的な意味合いから次のことを留意して今年のヵツォ

 漁を注目したい。
 1～3月までの台湾以北、いわゆるカツオ漁場の海況は昨'年の好漁年よりかをり低く(1

 ～3℃),叉平年に比べてもやや低目の海域が多いので,現在の状態では盛漁期の遅れ,漁
 況不振が一応心配される。しかし例年の傾向として冬期低温から春期高潟.に急上昇し走時盛

 漁1期に人ラて拾り(梅雨期には一時低目になる),当本試が観測し走現在までの観測資料か

 ら,北部薩南海域てば水温変化(高温ご低温)或いは黒潮の北偏変化は長期,短期変動の他
 に4～6ケ月位の中期の変動も考えられ,これからみれば現在の低水温ぱ5～6月頃に高目

 に転ずる可能性が予想される。

 叉,薩南海域に棄潴するカツオ群が南方海域(フィリッピン～グアム島海城)よ力北上す
 るものとして考えるならば,現在までの南方漁場の漁況は第1表,第2図のと参りで昨年の

 好漁年と大体同じで,叉小型船の漁況変動とも似ている。

 以上のことから現在の低水温が我々の予想ど卦り5～6月頃には高目に転ずるとすれば北

一9一



第1図 表面水温分布図

 (2月24日～3月21日)

南海区水研資料



第2図

 小型船による総漁獲量
 の経年変動

 大型船の1航海
 平均漁獲量の変化

 41年5月上句の海況と漁場

 春期,屋久島近海に漁場が形成された時の海況,その後種子島

 東部で23℃台に在うた時漁場が形成された。



 部薩南海域の盛漁期には集中的在好漁が予想され,全体的にみても昨年程の漁獲量は望めな
 いにしても,南方ヵツォの好漁,漁獲量の経年変動の上向き,黒潮の増大期等からみて,

 36年以降の年平均値に近い水準になろうと予想し老い。しかし現在の低水温が5～6月頃

 までひきつづきア月頃高目に転ずるようであれば年平均の水準を大きく下廻ることが考えら

 れる。

 第1表大型船による漁況俸簿平均。獲量
     月年123一計
     123490136

     361ア1.ア49アア1,5ブ5.12,244.4
     14.3・14.61ア.516.5

     529104138

     3ア892823.22,334.o5,246.5
     1Z828.322.423.5

     53589129

     58125.8886.12.3ア3.83,385.ア
     一2.b・125.326.ア一26.2

     845105158

     39234.ア1,月ア/.93032.ア4,ア393
     29322.ア28.930.口

     28ろ3106!9ア
     40985.01,418.73,0ア6.95,430.6一

     35.222.52902ア8

     2263ア9164
     41ア02.12,290.53./9916,191.8

     3/.936.440.53ア8

     23ア588186
     42800.22.ア26.13,303.16.8294

     34.836.33ア536.ア

 (4)日石和42年度熊毛海域に歩けるトビウオ漁況の見透し

 目名禾口42牛…5月1ア日書警皇…≡

 今年度熊毛海域に於けるトビゥォ漁況について過去の資料,海況状況,現地での調査等を総

 合して次のように見通しを立てた。

 lイ〕今年が不漁ではないか一と思われる事項

 0)5月1日～12日試験船による海洋観測の結果は第1図のと参りで黒潮I本流は屋久島南

 30浬附近を通っている。大隅海峡から屋久島に至る淘城を含め薩南海域は昨年同期より
 桐見ぱ1℃前後高目で広く.黒潮に拾右われ沿岸水系の張り出じは見られない。
 黒潮が接岸し,一方沿岸水系も張り出しその間に潮目が出来るようで垂れば好漁となる
 ことが多いが今年は黒潮は接岸しているが沿岸水系の張り一出しかなく潮目が形成されず好
 条件とは言えない。

 6)冬期東支那海の黒潮流量の多い年は馬毛島方面では不漁になることが多い。今年は今の
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 ところ不同月であるが若干増加しているようである。(第2図)

 C)漁獲量の長期変動を見ると(第.

 3図)現在最低期に当うて参りこ

 こ1両年低迷を続けるのでぱをい

 かと考えられる。

 a)5月1日～3日の試験船の魚探

 による調査てば皇久島近海でトビ

 ウォ魚群らしいものは発見されな

 かうた。

 2)その他

 現地での聴取調査によれば今年

 は沖合で群を余り見表りとのとと
 である。

 同今年が好漁では左いかと思、われる

事柄

 0〕好漁年の水温変化(屋久島一湊

 に拾ける表面水温の平年値との偏

 差)を見ると冬1期低目で漁期中高

 邑であるが今年はこの型である。

 あ)その飴

 屋久島地方てば果実の多い年は

 好漁であるとの言い伝.

 えがあるが現地での聴.

 取調査によれば今年は

 概して多いようである。
 h秣び5漁4
 今年度の見通しについ獲

量3
 て以上の条件を検討して

(2
 見定が漁獲の変動から見百

 て最低期にあり若干上向万1
尾

 くとしても著しい増大ば)
 ヨ。

 左く平年漁以下であろう。

 前述のように5月上旬第2図
 現在の海況を見ると屋久

第1図  表面水温分布と密度分布から見た

 潮流模式図(42年5月.止匂J

二流量
 、、八!

 b。、パ

 ー漁獲量

3234

 .、、メ

50 流

40

30星

201数
 rOm田

36384042年

 冬期東支那海に於ける黒潮流量と馬毛島の
 漁獲量と.の関係

 島近海=は黒潮に存寿われているにもかかわらず沿岸水系の張出しかなく好条件とは言えない

 が例年5～6月にかけては梅雨の影響で沿岸水系が張り出し黒潮を圧迫することがありその

 よう在場合好条件とをり期待が持てないわけではない。

 しか・.し今年は与月上旬以菜好天が続いて拾り今後一もそのまま続きそうで上記の好条件にな
 うたとしても盛漁期は遅れるものと考えられる。

一13一



 平年漁は
 800～900万尾とする

 第3図熊毛海区(総体)におけるトビウオ漁獲量経年変化

第4図  屋久島(一湊)における表面水温の平年値との偏差

 (5)昭和42年の鹿児島湾附近におけるバショウカジキ漁況(流網)の予報
 (目名利42と牢8月10日)

 (イ〕今年の漁海況状況

切)海況

 鹿児島湾口附近のバツ目ウカジキの漁況を海況的にみれば、例年初漁期のア,8月湾口



 附近に外洋水の影響がみられる年に好漁と在ることが多い。今年は屋久島一湊沿岸域の表

 面水温は4月上旬以降8月上旬現在まで例年よク高目午輝過レてし(そ。叉湾口附近で8月
 上旬の表面水温が2ア℃台と在り表層・..30肌層間g水溝差は3丁(好漁年の38年は1
 ℃,41年ぱ9一℃)で湾口附近に拾ける沿岸水め張出し停顕著で老い。湾口附近に李け.る
 表層10m層間は殆んど同一フ忙帯に捨蜘われ8月上旬現在までの水温変化の傾向は与.大隅

 海峡中央都の水温変化と似た状態を示し湾口附近に右ける外洋本の影響騨曙で海況的
 にはか在り好条件といえる。(第2図).

 バシ目ウカジキ(県計)

八甲網総漁獲量(古江)

 定置マブジ(県計)

 定置マアジ(川尻)

 刺網によるバシ冒ウ(県計)

同一上(大根占)

第1図  バショウカジキ漁獲量及び定置,八田網漁獲量の経年変化

第2図  バショウカジキ体重組成

 6)沿岸域の漁況

 湾口附近のバシ』ウカジキ漁況は・春期=に右ける沿鵠或でのマ・アジ1.†づ等餌料魚ρ多
 い年に好漁となることが多い。今年は湾内に拾いではマアジ,カタクチ等昨年よ・り来漉の



 増加した魚種もみられたが,一例年に比べるとまだ少なく,水準としては40年(不漁年)一

 並みであった。この他沿岸沖合域の旋網の不漁,湾外西部の定置網の不漁等バショウカジ
 キの索餌かい漉であることを前提にすればあまり好条件とは言えないが8月.現在沿岸或の

 アジ,サバ等はか在り上向きの傾向がみられつつあるので必ず.しも悪い条件てば在い。
 C)近海,沖合域の延縄によるバシ目ウカジキ漁況

 今年の初夏に右ける台湾近海への出漁船は例年より少なく,従ってバシ目ウカジキの漁

 獲量も昨年より少なかった。しかし釣獲率は昨年よりやや上廻っている。
 近海域に拾けるバシ目ウカジキの有漁船は昨年より多いが1隻5～6尾の鍋が多く衰う

 てお・り、沖合域に缶ける今年のバショウカジキ群は広く各城に分布かい漉してし(るが濃密

 左群は少ないようで全体の来・燐量としては必ずしも多くぱないと推定される。

 ・≠)体重組成

 湾口附近で漁婆されるバシ冒ウカジキの体重ぱ15γ40陣に及んでいるが漁期中(ア

 ～10月)の体重組成は年によりかなり変動がみられるボき8千(好漁年)には体重2'ポ
 ～3QK茅程度の割合摘うた群が多かうたが・不漁年は魚体が不揃hで小型の魚体が漁獲さ
 れて{今年の魚体(沖餓)ぱ・・年の焦体より小さ/平均・・岬後の魚体ではあ
 るが、昨年より若干犬きく,叉害11合点体も揃うている。従うて魚体め面かちぱ必ずしも好

 漁年型とは言え凌いが,昨年よりも好条件と言えそ.うである。

 1口〕今年の予報

 {α席附近への外津水の影響は鍾貞著で海況条件としては良好㌣二従一て蹄期は例年
 並みに経過しよう。

 (6〕沿岸域のマアジ、ニサバ等違辮魚の来溝状況や近海域に釦ける!ミツ目ウカジキの莱溝状況
 からみて,今年の漁況ぱ38年のよう凌好漁年でぱをいが,昨年をかなり上廻る漁獲とな

 ろう。

 (c〕昨年湾内部てば湾口域に比べ不振で参ったが現在の海況の状況からみて・今午停湾内都
 にも昨年をかなり上廻るかい海かみられよう。

 ω西薩海域のバショウカジキ樽流し,或いは流網漁業の漁況Iも海況的・峰は昨年より好条件
 となうているのでこの方面も昨年をかなり上廻る漁獲が期待されそうである。

 (6)本年のヨコワ曳縄情報

 (昭和42年1-2月22日)..、..1'.一..一=..
 当本試てば次のよう衣ことから(1イH利)本年度,鹿児島県近海のヨ白ワ曳縄漁況について

 下蕎己のよう凌予測を存した。

 楽本年度ヨコワ曳縄漁況予測'I㌦一''へ・㌔.

 ・本年のヨコワの来漉量は現在迄の各県の漁況を総合すると必ずしも多いとは考えら1れをへ
 現在の本県域の海況を見ると勃受に低Pで一応好条件とは思われるが水温の変化が緩やかで
 通水温域が広いので魚群は相当沖合まで広く粗に分布しているものと考えられ従うて現況か

 ら判断すると今漁期の一ヨコワ漁は余り好漁を期待出来をいであろう。.

 しかし先般(10月三0日)・長期予報で好漁が期待されるであろうと発表したが前記のよ

 うにその後の情勢分析からして不漁年とは考えられ在いが著しい仔魚は塾ゆ凌いであろう。
 今後,黒潮,対馬暖流の接岸,水温の早期昇潟.等が考えられるので漁場が集中化され沖合

 域で一時的を好漁も予想されるが漁期は短期間に終りそうである。
 1イ〕ヨコワ漁況と海況との関連について
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 本県沿岸の書ゴワ漁況は黒潮流域や対馬暖流域の水温が平年よク低く沿岸水系の南下,・張

 出しが強い年ば好漁午であり・反対に水温が高目の年や沿浄水系が霧く高目の竿.叉争8年
 のように冷水の特に著しい年,或は暖流水系が広く沿岸域k接近した年は不漁年に当るよう
 で・ある。

 本年10㌔12月上旬迄の海況は黒潮,沿岸フ水域とも水温は平年より低目を示しているが,
 女島,クチミノ瀬附近海に建かに高目の水塊が存在して乗り水平的宏水温配置てば好漁年の

 型に類似している。

 しかし黒潮や対馬暖流は昨年より本県沿岸に接岸の傾向が認められて巷り,女・島,クチミ

 ノ瀬等のやや高い水温も今後高目に転ずると思われ,・先般の予報で発表した見透しては2月

 頃までは低目が続くとしたがその時期より早く高目に走る可能性がある。

 同各県の情報

 本県近海に来・漉するヨコワは冬期水温の下降と共に日本海方面から九州西海岸沿いに南ド

 する群を主とし一部太平洋岸を南下する群とで構成されるものと想定されるので現在・までの・

 各県のヨコワ曳縄漁況を見ると次のと拾りである。
日本海区

 晶根県:初漁潮ぱ9月上旬。本年は尾数では昨年を上娼る小型魚の定め水揚量てば昨年を
 下廻うている。主漁場が巨岸40～7C浬と沖合に集中したのが今年の特徴で11月終漁。

 不漁年といつた所。

 山口県:9月上旬がら曳縄,定置網で獲れ始め近年に凌い好漁を見たが10月下旬終漁し

 た。(例年は12月)早期終漁が今年の特徴。.
 東支郡I海区

 長崎県:1G月」=旬対馬西岸で一時大漁がありその後小漁が続き休漁。11月中旬再ぴ五

 島方面で漁事があうたが好漁は宏かうた模様である。その後12月に入り福江島南部では

 かなり痩れて拾り福江港には毎日1屯程度水揚されている。

 熊本県:11・月中旬鯵ぞね,野母崎沖合でシビ,カツオ混りで1隻50尾前後の漁があっ
 たが5日位しか続かずその後ば全く不漁。

太平洋海区

 和歌山県:12月上～中旬潮ノ岬,江須崎沖で操業しているが1日1隻20～50晦程度

 で横這い状態.目.廻り2.5～2.一アー陣のもの。一一一

 瓢㌶箏深㍗㌃㍗㍗㍗ぱ㍗干沖合一
 宮崎県;・楠墳からシ千ラ・1妙戸混雌坤岬に大鵬='蔀坤で
 例年よ牌くヨコ・ワ主体の漁枇在兆
 1隻平均15晦前後の漁セ平年並1である。、...・に
 鹿児島県:昨年より早くf1月17日甑島一～枕崎沖で漁が始'まり11月ば約10毛の水揚

 である。現在主漁場は甑島～枕崎沖合であるが各船の漁獲に大き凌差があ力ヵツォの混獲

 が例年より少い。魚体は1・5～3-0.K岬もρてあろ。
 〔・→枕崎港に於ける水揚量の経年変化一

 枕崎港に於けるヨコワ曳縄による水揚量を見ると第1図のと拾りで35.・37・4..p年が
 100屯以下,36・41年が20α屯前後Iと不漁年せ,3-8;一3-9年が40Q屯台で好漁
 年である。41年ぱ40年より増加している。
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 青年の月別漁獲量を見ると(第2図)好漁年の38年ほ終漁期の3月年牟漁獲1軍の架程
 度の好輝をして春久39年は初漁期の12月と3-4月に好漁をしている。(第2図)
 1不漁年は一艦に漁期は短がへ叉初漁期の1111・月好漁した年でも必ずしも好蹄午に1

 二をるとは言えずその後の海況に左右されそうである。一

策1図  枕崎港におけるヨコワ曳縄による年別水揚量

第2図  枕崎港におけるヨコワ曳縄による年別月別水揚量、一

 註1・枕1崎港に水揚さ午るヨコワは主として甑島γ開聞近海で漁獲された・ものが全てあるの
 で水揚量は必ずし毛本県近海のヨコワ漁況を代表しない。

 註2・例えば昭和36年10月から3ア年4月迄の漁期を36年とし走。



 1→本年が好漁年てば左いかと思われる事項

 ω初漁期が阜か・つ走。

 本年は例年より早く11月19日枕崎に水揚があうたがこれは36年以降てば最も早い。
 初漁期が早いといケことと,その年の漁獲量或ぽ漁期が長いか短いかということの関遠を一
 見ると早い年が好漁どは限ら在いが一応好条件てば在いかと考えられる。一一

 (外、水温の水平分布が好漁年に類似している。
 (1)で述べたように本年の水温水平分布は、・1.1月,黒潮I対馬暖流,黄海冷水域とも平
 年に比較しそ低目で好漁年の39年に類似している。(第3図)

039年12月上旬  彦4n年12月上旬

 。41年12.月上旬.442年12月上旬1

 第3図昭和39年～41年の12月上旬における表面水温分布
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 lC〕水温が低目であるO

 今後の海況の見透しで,冬期の水温は低目を示しながらも高目に転ずる時期が早いとレ
 うことから漁期始め好漁するのではないか。

 (刊本年が不漁年てば在いかと思われる事柄

 (α〕対馬暖流系の各県てば不漁である。
 本県への来漉群は九州西岸を南下する群が主体であるとの前提に立てば対馬暖流系各県

 の不漁(山口県は好漁)は来溝群が少いということに在る。

 ω九州沿津水の張り出しが弱く対馬暖流の接岸が予想される。

 今後九州沿岸水の張り出じは弱く対馬暖流.黒潮の接岸が予想される。本年11月甑島
 西方で接岸が観測されて拾りこれが沿岸水の南下を阻止するような状態とをれば魚群の南

 下に影響があるのではなかろうか。

 fc〕女島の水温が平年よク高い。

 女島及ぴ屋久島の沿岸水温が平年より低い年ば好漁年,高目の年は不漁のようであるが,

 本年は女島では10月以降,屋久島では11月中旬以降高目と凌うている。

 ωカツオの混蟹が少い。
 カツオの混りの少い年は不漁年と言われるが今年は少い。
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 §鹿児島県沿岸海底調査報告

 ⊥調査の目的

 本調査は昭和39年度より始めた沿岸淘域の長期海底調査計画の第4年目にあた久計画的に

 広く海底を調査し図面化することにようて,漁業者の概念的な海底魚礁に関する知識をより具体

 内在ものにし,その海域に拾ける既存漁業の利用できる範囲の拡大と操業上の計画性或はそれぞ

 れの海底状況に応じ走新漁法の導入を検討する資料に供するのを目的とする。

皿調査方法

 (工)調査船その他

調査船照市丸98.93屯.300馬力
観測員岩倉栄

船員照南丸船長後第英雄外18名

 製図並に資料処理者岩倉栄,目高照

調査器具

測深魚群探知機

 海上電機SF1201型14.5㏄

 記録レンチ0～120m100～220椛200}500m

船位測定主測定機六分儀2台

 副測定機トランシット1台

 その他トランシーバー一1組

 (2)調査海域並びに調査期間

 1イ〕調査期聞

 第1回目召和42年7月20日～ア月30日

 第2回"8月17日～8月31日

 第3回・9月1ア目～9月21日

同調査海域

 年慶別海底調査海域図のと捻り本年度は大隅東部海域で実施した。

(3)実施方法,計画,誤差等

 前年度と同方法にようたので省略する。

 」皿調査結果

 (1)記録の集録と作図

 調査の結果は昨年と同様漁業用海庫図として青写真にし関係漁業者に配布した。
 (2)本年度の作製図面名

 漁業用海底図佐多岬亜種子島その1

・・その2

 (本稿には製本の都合上縮少し先ものを掲載した。
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年度別沿岸海底調査海域図

 過去の調査海域図名
39年度

 甑島海域その1

"その2

41年度

枕崎沖至開聞沖

開聞至崖多岬

40年度

野間岬北西海域

 坊の岬西部海域

 総括編(甑島～枕崎海域)

42年雪

 儘多岬亜種子島その1

 〃その2
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漁業用海底図
 佐多岬至種子島　その１

昭和42年度 鹿児島県水産試験場



漁業用海底図
 佐多岬至種子島　その２　昭和42年度

鹿児島県水産試験場



 §魚群調査

1目的

 前年度に引続き本県沿岸,沖合域に卦ける海況の推移並びに魚群(主に淳魚類)の出現とその
 分布状況を把握することを目的として調査し,得られた結果壮漁海況週報に利用されている。

 a調査の方法

 (1)調査海域並びに定線

 調査船の都合で43年度の足線ぱ42年4.月～1G月間,42年11月～43年3月間実施
 の2通り設けた一

 4～lo月は熊市丸(98屯)を使用した。定線は前年よ州中合域は減少したが,沿・岸域の
 甑島を中心とした海域の定線(290浬)を設けたため,調査全理数は900浬前後で前年よ

 りやや増加している。(第2図)

 11月から3月は,かもめ(15屯)を使用した関係で定線は縮少したが(第3図)足線の
 補足として,11月～1月は馬毛島近海,2月～3月は宇治近海での魚群調査を実施した。

 調査全理数は380浬前後である。

 (2)・記録魚群量の求め方

 記録魚群量の求め方については前年度と全く1司じである。

&調査船

 照南丸(98.93屯30Q馬力)(一42年4月～1α月)

 かもめ(14.65屯60馬力)(42年11月～43年3月う

4.魚群探知機

 照南丸海上電機SF■1201型一14.5KC記録レンジ0～120肌

 かもめ海上電機バングラフ24質C記録レンジ0～100m

5調査期間
      '.1..■'

      航海次.漁海況調査月日、定線魚群調査月日・.使用船
      142.4.4～4.1142.4,11～4.1近照市丸=

      25.1～5.95.9～5.12・〃

      36.1～、6.56-6γ6.10〃

      4ア1～・ア8Z8～一ア12〃

      58.2～8.88.8一～8.12.〃

      692～9ア9ア～91ρ'〃

      ア1口.5～10.111口.2～1口.5〃

      811.1～11.5かもめ

      912.4～12.8"

      1043.1.6～1.12〃

      112.2～2.11〃

      123.1～3.12〃
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 a調査結果

 (ユ)記録魚群量の月別変化と海域別出現量について42年度の調査定線ぱ4～1Q月間と1.一.～
 3月間実施の2通りであっ走ので記録魚群量の年度1間の変動はつかみに`い。従って言畷魚群
 最については'2定線を区分して・そ鮎現鮪を妹。文年鞘の鮮蝦鮪中いでは航
 程10浬当りの記録魚群長(浬)を参考にした。

 1イ〕記録魚群長

 4～10月調査の記録魚群量は全体の9ア%で,月別には5.6月(93.8%)に卓越した

 がア月以降10月Iまでは極めて少方かった。

 海域別では甑島近海域で8Z5%を占めた他,鹿児島湾海域9%,野間～開聞海域2・%で
 宇治屋久島,大隅東部の各海域てば0-6%以下で少なかっ走。
 甑島近海域の卓越は定線が他海域に比べ比較的密(総理数の約1/き)であった結果そあろ

 う。

 11～3月調査の言磁、魚群量は極めて少老く金体の3%で魚群量の卓越した月はみられな

 かった。

 海域別では野間～開聞,鹿児島簿海域で比較的に目立つた程度であうた。

 (口〕航程{0浬当りの記録魚群長

 月別の航程10浬当りの平均記録魚群長(第1ア図)の卓越は記録魚群量が平越し先5.6
 月の他に11月にもみられた。5.6月の卓越は甑島近海域によるもので11月は野間J開聞
 海域によるものであった。

 (バ魚群の出現傾向

 薩南海域の魚群出現状況ば39～4o年の資料から春,秋～冬期に卓越レ夏期に最も少

 ない傾向がみられているが・42年度の場合,記録魚群量並びに記録魚群長か阜みて傾向自勺
 には春期と秋期には卓越したとみられるが,冬期の卓越はなかったようである。

 (2)魚群調査結果と旋網漁業との関連について

 魚探による魚群出現位置と調査月の旋網漁場を対比したのが第4図～15図であ宕。一とれで
 みると魚群出現位置と旋網漁場は春期の甑島近海域を除く他海域では殆んど関連ばみら一札でい..

 在い。

 甑島近海域での魚群g出現ぱ4～10月にこの海域を電点的に調査し走結果であろうが他の'
 海域てば従来より定線が縮少して拾り定線自徐が必ずしも旋網漁場を或程凌代表するようなも
 のでなかうた結果であろう。従ラて魚群量と旋網漁獲量の相関は全くみられていない。

 ただ冬期に拾ける魚群量の卓越が左か,走ことに?いては,例年冬期に卓越がみられる大隅
 東部海域での定線縮少による影響とも考えられるが他に例年冬期に比較的出現の多い甑島近海,

 野間～開聞海域でも少をかったこと,42年秋期から冬期にかけての旋網漁況の不況セあった
 こと等からみて冬期における薩南海域の魚群量自体が例年より或程度少在く在う.ていることを
 示し先ものども受けとれよう。

 (3〕魚群の垂直分布と環境との関連について

 魚群の垂直分布と環境との関連をみるために調査海域申比較的に魚群出現の多かうた甑島北

 部(st26〕甑島南部(st22,2ア,一28,29)宇治(St19,20,21,22)

 大隅東部(St32,33.34)に捨ける魚群垂直分布並びに各海域の代表定線の水深10G
 椛以浅の各月の水温塩素量及ぴ第1水温躍層水深の変化を示したのが第18図～21図である。
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 これでみると水深100肌以浅の水温,塩素量は各城とも殆んど変わらず,その巾ば水温で

 16～30℃,塩素量で18.50～1920%の範囲にあうて5-d肌以浅そば夏期は高温低か

 ん(・・～・・℃・1…～1…%)冬期は低温高かん(1・㌻・d℃・1一・1・㍗
 1920%)となうてい瓦叉第一水温躍層水深につ一てチれば1.宇治海域そば夏期比較的深
 く30～40mにみられ走が,他の海域では夏期は浅く(1-0～20肌)冬期に深い(3口～
 150m)傾向にあっ走。

 一方魚群の垂直分布ばんIバについては海域自勺在特徴はみられず大体10～50m間に多くみ

 られて為り上端水深についても海域的或いは時期的方特歓もぱっきりし在いが傾向的には夏期

 の嵩温低かん時に比較的深く冬期の低温高かん時には浅い1=とがうかがえている。...

 7その他

 ○海洋調査の結果については漁海況予報事業の海洋調査関係と一括して検討し別冊漁海況予報

 事業報告春に記載してある。叉海洋寧測資料は本冊資料編に収録されている。
 ○調査資料一の内訳

 第1表海域別月別総記録魚群量並びに魚群数及ぴ魚群延理数表

 第2表海域別月別記録濃度D3-2群のL陶の分布表
 第3表海域別月別記録濃度D312群の亘(剛の分布表
 第4表海域別月別記録濃度D3.2群の上端水深(功の分布表
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第1表  海域別・月別総魚群量並びに魚群数及び魚群延浬数表

       調査海域定線総体D三2群
       年月理数魚群数延理数魚群数延理数

       鹿児島湾681O.28010.280

       野間～開聞1ア0121.9ア4ア1.596

       甑29882.87052.7ア2
       4.2.4

       宇治～草垣5430.49620.356

       沖倉1040o
       屋久島5510.02810.028

       大隅東部156o0

       計'一905255.648/65.032

       鹿児島湾68101912046.482

       野間～開聞116.950.098

       甑28ア107102.90063ア2.100       5

       宇治～草垣5430.098

       沖合14800

       屋久島14520.05610.014

       大隅東部1568O.19610.070
       ■`一

       計9ア4.9130122.3アO6978.666

       鹿児島湾68131.76450.994

       野間～開聞156.9322.499252.107

       甑29ア616142.30810939816       6

       宇治～草垣ア8110.58150.224

       沖合9140.19640.196

       屋久島84.5口o

       大隅東部15620.182

       討9322234Z53014843.33ア
       鹿児島湾686O.161

       野間～開聞156.950.13330.091

       甑29ア612α4刈85口.2ア5       ア

       宇治～草垣9Z5

       沖合91

       屋久島115

       大隅東部15690.42ア5O.189

       計982321.169130.553
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      D1群魚群量10浬当り言己録

      魚群数延理数D3.2群D1群計平均魚群長(淘
      16.80016.8000.041

      5口.3ア842.ア708.96051..730O.116

      3口.098111.0201.960112.9800.096

      10.1405.4000.91306,3800.092

      0

      0.8400.8400.005

      0

      90.6161ア6.83011.900188.ア300.062

      612.640225.104114.54033ア6442.81

      30.098α448O.4480.[11

      4430,8002,335.286231.9ア92,56ア2653.58

      30.0980.448O.448口.〔11

      0

      10.0420.1960.3360.5320.003

      ア0.1261.1201.ア642.8840.01

      6143.ア062,559ア0634906ア2,908.アア31.26

      80.アア03.0・4084.18634.594口.26

      70.39236.6522.56239.2140.16

      522.車921,324.38016.9611,341.3411.42

      60.35ア4.3122.5976.9090.0ア

      13.88813.8880.02

      0・

      20.1822.0302.[1300.01

      754.193/,40964028.3361,43ア9760.51

      60.1611.2601,260一0.02

      20.0424.2700.4834.ア530.口08

      ア0.1756.8462.4929.3380.口1

      0
      .P

      0

      40.2389.0160.6659.6810.02

      190.61620.1324.90025.0320.01
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       調査海域足線総体]⊃3.一2群
       年月理数魚群数延理数魚群数一延一理数

       鹿児島湾68180.3ア520.084

       野間～開聞151180.ア56

       甑2403ア1.44230.084

       宇治}草垣6630.042
       42.8

       沖合8820.168

       屋久島9910,056

       大隅東部15610.014

       計868802.8535ガ68

       鹿児島湾6820.126

       野間～開聞135

       甑3129α154

       宇治～草垣100       9

       沖合95

       屋1久島11010.042

       大隅東部15640.068

       計986160.390

       鹿児島湾68110.3508α294

       野間～開聞154.4

       甑28ア140.42020.042

       宇治～草垣3ア30.04230.042
       10

       沖合10450.12640.112

       屋久島55

       大隅東部1565αフ0050.700
       計861.4381.638221.190

       鹿児島湾6830,05030.050

       野間}開聞159323.010

       甑25

       慶久島4020.02020.020

       11大隅東部12

       種子島近海84140.295120.265

       計3882223.3ア51ア0.335
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      Dl.群魚二群量.10浬当り記録

      魚群数延理数D3-2群・D1群計平均魚群長陶
      160.2911.4564.3895.8450.055

      180.ア566.2866.286O.050

      34/.3581.28815.55616.8440.060

      30.0420.140O.140口.口06

      20.1680.5口4口.5040.0-i9

      10.0560.0390.0390.005

      10.0140.0ア00.0ア00.001

      ア52.6852.74426.984一29ア280.032

      20.1268.6108.6100.019

      0

      90.1540.9520.9520.005

      0
      0

      10.0420.4200.4200.004

      40.0680.6840.6840.004

      160.39010.66610.6660.004

      30.05611.816O.89612.ア12O.05

      0

      120.3ア80.4483.2623.71口0.口1

      0.5460.5460.11

      1O.0141.7920.1961.9880.01

      0

      10.19210.1920.04

      160.44824.ア944.35429.1480.02

      1、ア601.ア600.00ア

      323.01018.06018.0601.450

      0

      O.5100.5100.005

      0

      20.0301口.2650.44010.ア050,035

      523.04012.53518.50031.0350.602

一31一



調査
海域

年月

鹿児島湾

 野間～開聞

42.12甑

屋久島

大隅東部

種子島近海

定線

理数

68

159

25

40

12

84

総体

魚群数

12

ア

延浬.数

O.250

0.185

 D3.2群

魚群数延理数

90.120

10.010

L

計

鹿児島湾

 野間～開聞

43.1甑

屋二久島

大隅東部

種子島近海

計
鹿児島溝

 野間～開聞

2甑

墜久島

大隅東部

種子島近海

I∵
湾

間
一島

大隅東部一

 宇治～草垣

計

388

68

154

25

40

16

84

38ア

68

126

45

113

35

2ア5

412.5

68

135

15

82

66

398

19

26

4
2
5

3
3

17

18

19

10

4ア

0.435

0.180

0.0ア0

0.165

0.205

0.065

0,510

1.195

0.105

0.065

0.200

0.135

0.035

0.540

1.430

0.489

0.217

2.136

1010.130

30.055

30.ロア0

140.5口5

181.430

 14口.座3ア

80.194

402.061
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      D群魚群量10浬当り記録

      魚一群数延理数D3.2群D1群計平均魚群長魑

      3O.1・301.4550.4101.8650.04

      60.1750.0801.2801.3600.01

      0
      0

      0
      0

      90.3051.5351.6903.2250.01

      40.125O,6401.4652.1050.026

      1.890.1.8900.D05

      2O.1651.0801.08001066

      20.2051.0051.0050.051

      6O.065O.4300.4300.040

      2O.02098801.60011.4800.060

      160,58012.4105.5801ア9900.031

      10.0151.130O.0ア51.2050.02
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第2表  海域別・月別記録濃度D3・2群の魚群長L（浬）の分布表卜
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第3表  海域別・月別記録濃度D3・2群の高さH(m)の分布表
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 第4表海域別・月別記録濃度D3・2群の上端水深(m）の分布表
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第1図 海域区分図 第2図 定線図 (42年4月}10月)

 第3図定線図(42年11月～43年3月) 第4図 魚群反応位置図 (42年4月)



第5図 魚群反応位置図 (42年5月) 第6図 魚群反応位置図 (42年6月)

第7図 魚群反応位置図(42年7月) 第8図 魚群反応位置図(目2年8月)

 水深20ｍ層等

魚群反応位置
旋網漁場



 第9図一・魚群反応位置図(42年9月)  第一1,0・図・.魚群反応位置図(一42年コ0月)

第11図魚群反応位置図(42年11月)  第1.2図・ 魚群反応位置図(42年12月)

 水深20m層讐
 at線
魚群反応位置
旋網漁場



第一13図  魚群反応位置図(43年・1月) 第14図 魚群反応位置図一1-43年2月)

第15図 魚群反応位置図14.3年3月)

 水深20m屑等at線
魚群反応位置

 ・旋網漁場

 第17図航程10浬当り平均記録魚群長の月変化
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旋網主漁場海域魚群董卓越海域　月別施網漁獲量と魚群量変化図



 魚群記録の垂直分布範囲

水温

塩素量

第1水温躍層水深

第18図  水温・塩素量の月変化と第1水温躍層水深(St26)

 並びに魚群垂直分布範囲(甑島北部)



 魚群記録の垂直分布範囲

水温

塩素量

第1水温躍層水深

 第I19図  水温・塩素量の月変化と第1水温躍層水深(St27)
 並びに魚群垂直分布範囲(St2728.29)



 魚群記録の垂直分布範囲

水温

塩素量

第1水温躍層水深

第20図  水温・塩素量の月変化と第1水温躍層水深(St21)

 並びに魚群垂直分布範囲(St192α2t22).



 魚群記録の垂直分布範囲

水温

塩素量

第1水温躍層水深

第21図  水温・塩素量の月変化と第1水温躍層水深(St32)
 並びに魚群垂直分布範囲(s1二32.33.34)


